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午前９時２６分開会 

○委員長（小森 弘詞） それでは、定刻よりも少し

早いですが、おそろいですので、ただいまから防災

対策調査特別委員会を開会いたします。 

 改めまして、おはようございます。今議会中の最

後のタイミングで、この特別委員会を開催させてい

ただきます。 

 全国的に見ますと、山火事が大変多く発生してま

して、避難指示が出るような大きな火災が続いてお

ります。火災、そして風災害ともに多くの市民の生

命や財産を脅かす危機というのが本当に頻発する

状況だなというのを痛感しておりますので、今委員

会はじめ今議会でも、その生命、財産の基本的なも

のを守る市の姿勢というのを確立して邁進してい

ただきたいと思いますんで、どうぞよろしくお願い

をいたします。 

 まず、消防本部、土肥参事から、本日の委員会を

欠席する旨の申出がありましたので、ご了承願いま

す。 

 それでは、協議事項に入ります。 

 現在、委員会の会議録は、市議会ホームページで

公開しています。委員会での発言は、委員長の指名

の後、マイクを使用して発言者名を名のってから行

っていただきますようにご協力をお願いいたしま

す。 

 また、金額や年月日などの言い間違い、個人情報

や未確定事項などについて不適切な発言がないよ

うに、慎重を期してください。 

 それでは、災害用物資等の備蓄状況及び今後につ

いてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 危機管理課、木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 資料をご覧ください。

災害用物資等の備蓄状況及び今後といったことで

まとめた資料になります。 

 まず最初に、備蓄の考え方といたしまして、豊岡

市地域防災計画から抜粋をさせていただいた部分

をまず確認をいただいて、基本的な市の備蓄の考え

方をご説明させていただきます。 

 地域防災計画の２章、災害予防計画になりますが、

その中で備蓄体制の整備ということで書いており

ます。第１として、基本方針ということでまとめて

おりますが、（１）番、市は、住民に対し、各家庭

や職場で平時から３日以上、できれば１週間分の食

料、飲料水、生活物資、生活必需物資を備蓄するよ

う啓発をしております。住民は、自ら備蓄に努める

こととしております。 

 （２）番、市は、住民の備蓄をあくまでも補完と

いう立場になります。地震の被害想定における最大

避難者数を基にして備蓄を進めておるというとこ

でございます。その想定をしておる数字でございま

すが、地震被害想定といたしまして、日本海沿岸地

震で、市内で４，６７１人の避難者があるといった

ことで、こちらの数字を基に各種備蓄を進めておる

とこでございます。 

 （４）番になります。住民は、風水害時において、

非常食、防寒着等各自持参といったことで、風水害

のときは、あくまでも避難所に行くときは、それぞ

れ必要な物資は持ってきてくださいということを

お願いしとるところでございます。また、その１行

下になりますが、各自必要と思われるものを身の回

りに常備しておくということにしております。特に

乳児を持つ家庭や食物アレルギー等で食事に特別

な配慮が必要な人は、ふだんから避難時等に必要と

考えられる数量の備蓄に努めるということを書い

ております。こちらでございますが、現在、国や県

から物資は届くことはあるんですけども、特別な配

慮が必要なものは非常に届きにくいのが現状でご

ざいます。こちらは、啓発をしっかりしていきたい

というところがポイントになっております。 

 少し飛びまして、（７）番になります。市は、物

資の備蓄、配送、配布等の方針については、避難行

動要支援者への配慮、男女のニーズの違い等、男女

双方の視点に配慮するということで、現在も行って

おるところでございます。 

 これが基本的な考え方でございまして、それぞれ

食料等といった項目ごとにもまとめております。 

 第２といったことで、食料ということでまとめて
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おります。こちらでございますが、黄マーカーして

おりますが、住民が避難所等へ避難する際は、原則

として各個人が食料を持参するということでござ

います。 

 続きまして、２ページのほうに移ってやってくだ

さい。（２）番で、備蓄の目標数量といったことで

上げております。まず、住民による備蓄でございま

す。１人３日分以上、できれば１週間の現物の備蓄

をしてくださいということでございまして、ここで、

縦の区分で、発災から４日、発災から５日、発災か

ら６日といった表の格好になっております。発災か

ら４日まで、とにかく最初は住民による備蓄で３日

間を耐えていただきまして、市の備蓄１日で、これ

で４日目まで乗り切る、５日目については、市の備

蓄によって乗り切る、６日目以降については、国や

県からの備蓄品が届く、市としては、２日分の備蓄

を行っておるということになります。 

 食料の備蓄品目でございます。こちらのほう、ア、

イ、ウといったことでそれぞれ書いておりますが、

黄マーカーをつけておりますとこが基本的に豊岡

市で備蓄を行っておるという物資になります。炊き

出し用の米飯、育児用の調製粉乳等の主食、ウにな

りまして、おかゆ、アレルゲン除去食品といったも

のが備蓄できておるとこでございまして、それ以外

のものについては、基本的には流通在庫といいます

か、メーカーさんから仕入れるような形になるもの

ということでございます。 

 続きまして、３ページ目をご覧ください。こちら

は、生活必需物資についてまとめておるものでござ

います。（２）番でございます備蓄の目標数量でご

ざいます。男女のニーズの違いや高齢者、障害者、

乳幼児、妊産婦等を対象とした物品について、対象

者や使途を考慮して必要な数量を見積もるという

ことで、それぞれある程度の根拠を持って物資の備

蓄をしとるところでございます。 

 備蓄品目としまして、ア、イ、ウ、エ、オ、カと

ありますが、こちらも黄マーカーしているところが

備蓄のあるものということで、記載をしとるもので

ございます。現物備蓄ができてないものにつきまし

ては、（４）番にあります調達方法等といったこと

で、それぞれの事業者等に協力を求めるという形で

対応していくというものでございます。 

 第４としまして、衛生物資の関係の備蓄について

記載をしております。こちらの備蓄、調達といった

ことで、品目で、こちらもア、イ、ウ、エまでのも

のがございます。こちらも、次の４ページ目にわた

ってでございますが、黄マーカーしている部分につ

きまして、市で備蓄といいますか、実際に配備が完

了しているものになります。 

 第５では、応急給水といったことで、目標の数量

等を記載しておりまして、こちらも、また別途対応

しておるところでございます。 

 実際の備蓄のものがどんなものがあるのかとい

ったとこで５ページ以降にまとめておりますので、

ご覧をいただきたいと思います。 

 まず、５ページ目です。一番上、飲料水、水の関

係になります。こちらについては、避難者数１人に

つき４リットル、１日２リットル掛ける２日といっ

たことで、４リットルの備蓄をしとるところでござ

います。避難者想定のほうが先ほど申し上げました

４，６７１人の４リットルといったことで、必要数

量のほうが１万８，６８４リットル、実際に備蓄が

できておる量が１万８，７２０リットルという格好

になっとります。基本的には、この水のほうにつき

ましては、これまでおおむね保存期間が５年の物品

が多かったんですが、最近、同じような価格で１０

年物の水が出てきましたので、少しサイクルが長い

ものが導入できています。 

 続きまして、アルファ化米でございます。こちら

につきましては、アレルギー２８品目に対応したも

のとか、ハラル認証を取得した物品を入れておりま

して、こちらにつきましても避難者４，６７１人に

対しまして、避難者１日につき３食の２日分の６食

分を確保しているといったことでございます。全体

では２万８，０２６食必要なところに、備蓄数量が

２万８，２５０食確保できているというものでござ

います。 

 続きまして、一般のアルファ化米では食べられな
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い方の対応としまして、おかゆの備蓄もしておりま

す。想定としておりますところにつきましては、避

難者数の１０分の１のくらいの方が必要ではない

かといったところで数量を想定しておりまして、ト

ータルで２，８０３食分必要といったことで、備蓄

の数量としては３，０００食を確保しているような

状況でございます。 

 続きまして、６ページ目のほうをご覧ください。

携帯トイレです。能登半島地震でも大きな課題にな

りましたトイレの関係ですが、下水が使えないよう

な状況のときに、便座に袋をかぶせて、用を足した

ら、そこに処理剤をかけるといった携帯トイレの備

蓄も行っております。こちらは、１日に５回の２日

分といったことで、１人当たり１０回分の携帯トイ

レのほうを備蓄しておりまして、備蓄の状況といた

しましては、４６，２４０回分の携帯トイレのほう

を確保しているところでございます。 

 その他の物品といたしまして、ここに記載してお

りますが、毛布等々いろいろとございます。その中

で、現有の備蓄と発注、予算確保しているものとい

ったとこで書いています。資料を作った時点ではま

だ物が入ってきてなかったのですが、物が入ってい

るものもございまして、こちらが今年度から来年度、

経済対策でこれから発注する分もありますので、備

蓄が完了していくものといったことで、記載をして

いるとこでございます。特に今年につきましては、

予算確保、発注中といったとこが多く含まれており

ます。例年ですと、一定の予算の中で、水、食料、

おかゆ等を買った後で、残ったものでいろんな物品

を買いそろえていますが、今年につきましては、昨

年度の予算編成時点から備蓄が足らないことが目

に見えてましたので、予算を多少積み増しをさせて

いただきまして備蓄を進めたところでございます。 

 続きまして、７ページ目をご覧ください。それぞ

れ現有物資の備蓄については今ご確認をいただい

たところですが、その現有している物資がないもの

についてはどのように仕入れるのかといったとこ

で、ご説明をさせていただきたいと思います。 

 ３番目でございます。国からのプッシュ型支援と

いうことで書かせていただいております。プッシュ

型支援とはということでまとめておりますが、発災

当初は、被災自治体において正確な情報把握に時間

を要すること、民間供給能力が低下すること等から、

被災地方自治体のみでは必要な物資量を迅速に調

達することが困難といったことで、国が被災府県か

らの具体的な要請を待たないで、避難所、避難者へ

の支援を中心に被災者の命と生活環境に不可欠な

物資、基本８品目というのがあります、のほかに、

避難所の生活環境の整備に必要な物資、熱中症対策

に不可欠な冷房機器などなどを被災地に国が直接

送り込むというのがプッシュ型支援というもので

ございます。 

 基本８品目としましては、食料、大人用のおむつ、

毛布、携帯トイレ等々でございます。こちらについ

ては、ある程度国が、これだけの被災者があるんだ

ったら必要だなというので、送り込んでくるもので

ございます。 

 ある程度こちらのほうで物がどんどん届きまし

て必要なものが届いたような状況になりましたら、

今度はプル型、地域、被災自治体のから、この物資

が欲しいんだといった希望を国に要請するような

形になります。それが４番にしておりますプル型支

援というものに替わります。こちらにつきましては、

この品目が欲しいんだといったことで国にオーダ

ーをかけると、国がメーカー等に問い合わせて必要

な物品を送ってくれるというものでございます。 

 それを模式図にしたものが８ページ目の上の図、

物資支援のスキームといった表になります。国から

のプッシュ型支援の流れが、上のほうに書いてあり

ます赤い色で示したものになります。国が県に物を

送り、県が市町に届け、市町に届いたものを被災者

にお届けするという形になります。プル型支援につ

きましては、その模式図の青い線になります。被災

者からの要望を受けて市町が取りまとめた物資を

県に報告して、県から国に上がって、国から必要な

ものが必要な場所に届くというふうな形になりま

す。 

 そのやり方なんですが、以前は電話とかファクス
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とかでやっておったのですが、この模式図の下にあ

ります、現在では、国への物資の要請につきまして

は、物資調達輸送調整等支援システムを通して行う

ようになっとります。これにつきましては、現在、

豊岡市でどこに何があるのかというのを事前に登

録をしておきまして、それを見た国が被害状況等を

勘案して、豊岡市ではこの物資が足らないというも

のを見てプッシュ型支援につなげるというもので

ございます。実際に熊本地震等があったときには、

大量の物資が一遍に届いて非常に被災地が混乱し

たということがありまして、このシステムを利用し

て必要な物品を届けるという形に現在は変わって

おるところでございます。 

 また、国のプッシュ型、プル型支援のほかにも、

９ページ目になります、協定先からの物資の調達と

いうのも当然予定をしているとこでございます。現

在協定を結んでおるものと物資の関係についてま

とめたものでございます。 

 ９ページ目になりますが、食料や生活物資につき

ましては、コープこうべさん、マックスバリュ西日

本、ゴダイ薬局さん、ゴダイ株式会社等の協定がご

ざいます。生活物資につきましては、コメリさんと

協定を結んでいるとこでございます。物資の提供、

炊き出しによる飲食物の提供につきましては、奥城

崎シーサイドホテル、休暇村協会、北前館との協定

がありますし、城崎温泉旅館協同組合、日高神鍋観

光協会との協定もございます。 

 その他の物品としまして、燃油ですとかＬＰガス、

畳、段ボールベッド、感染症予防製品、乾電池等と

いったことで協定を結んでおるものがございます。 

 以上、簡単でございますが、備蓄の考え方といい

ますか、現状等についてご説明をさせていただきま

した。 

○委員長（小森 弘詞） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 避難者想定数は、これ港地区

は城崎に入ってるんですか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） こちらでございます

が、港地区については豊岡に含まれております。 

○委員長（小森 弘詞） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） その人数の内訳って分かりま

す。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） その細かいところ、

旧市町単位でのデータという格好でいただいてお

りますので、港地区が何人というとこまで詳細のほ

うは持ち合わせておりません。 

○委員長（小森 弘詞） いいですか。 

○委員（芹澤 正志） はい。 

○委員長（小森 弘詞） ほかございますか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 物資っていうか、豊岡市でア

ルファ化米は缶詰みたいなんはあるっていうのは、

缶詰かな、ちょっと分かんないんですけど、備蓄米

みたいな、豊岡市でお米というのは備蓄とかはされ

ておられるんですか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） いわゆる生米といい

ますか、白米というものの備蓄はしておりません。

あくまでもアルファ化米、お湯をかけたら、多少味

がついていたり、五目ご飯だったり、カレーのご飯

だったりとかといったふうなものを備蓄していま

す。 

○委員長（小森 弘詞） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 分かりました。 

 あと、市は２日分の避難食というか、避難者１人

について用意されてるということで、それ以外は国

のほうから順次来るっていうことをお聞きしたん

ですけど、今、国のほうでも備蓄米のいろんな問題

があると思うんですけど、そんな大きな災害があっ

たときは別個で用意をされてるんですかね。災害用

に備蓄米はきちっと残ってるんでしょうか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 私も詳しくはないの

ですけども、備蓄米というのが、政府が備蓄してい

るものについては、災害等に備えて備蓄をしている
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と聞いておりますので、大きな災害があれば、そち

らから放出されると理解しております。 

○委員（竹中  理） 分かりました。 

○委員長（小森 弘詞） よろしいですか。 

○委員（竹中  理） オーケー。 

○委員長（小森 弘詞） ほかございませんか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 先ほど説明の中で、何ページ

だったか忘れたんだけど、飲料水のところで１０年

間もつということがあったんですけど、１０年間大

丈夫な水ということですか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） おっしゃるとおりで

ございまして、１０年保存水というのがあります。

基本的には、発注するときに５年以上といったこと

で発注をかけるのですけども、業者さんが、１０年

のものが入りますのでといったことで、１０年のも

のを入れていただいた年もありますし、最近ですと、

長いものですと１２年といったものも入庫してお

るところがございます。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（小森 弘詞） よろしいですか。 

 ほかないでしょうか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ちょっと不勉強なところもあ

って申し訳ないんですけど、協定先からの、９ペー

ジの５の１の、各種スーパーさんと協定を結ばれて

ると思うんですけど、さとうさんとか、そういった

ところとの協定っていうのは結ばれる予定はない

でしょうか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 昔の話になるようで

すが、私も直接関わったことはないのですが、一度

トヨダさんの時代には結んでおったようなのです

が、トヨダさんがさとうさんになられたときに、ち

ょっと協定はというふうなお話があったように伺

っております。 

○委員長（小森 弘詞） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 改めて、さとうさん、これだ

け展開されてるので、ぜひ協定を結んでもらう方向

に考えていただきたいと思うんですけども、いかが

でしょうか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） そのように一度方向

は向けたことがあるのですが、やっぱり企業さんの

ご方針もありまして、そのときは話が進まなかった

という現状もございます。 

○委員長（小森 弘詞） いいですか。 

○委員（荒木慎大郎） はい。 

○委員長（小森 弘詞） ほかよろしいでしょうか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） ６ページの簡易トイレのとこ

ろなんですけど、介護用トイレっていうのは、先日、

多分予算立てして、今準備しつつあるようなものだ

と思うんですけど、ちょっとどのようなものか詳し

く説明していただいてもよろしいですか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 前回１月ですか、経

済対策のほうで補正予算をお認めいただきました

簡易トイレ、介護トイレの関係でございます。こち

らにつきましては、よく介護施設や病院なんかにも

置いてあるのですけども、椅子型のトイレでござい

まして、用を足していただいた後にボタンを押して

いただくと、自分が排便したものが１つの袋になっ

て、くるまれてぽろんと出てくるようなものでござ

います。結局、排便の後の処理というのが非常に難

しいといいますか、そこでトイレ問題、非常に汚い

トイレが発生するということがありますので、され

た方の後でも、誰かがボタンを押したら、きれいに

袋に包まれて衛生的にトイレが保たれるようなも

の、また、介護トイレといったようなことで、介護

が必要な方にも使いやすい形状のトイレといった

ことで、今回このトイレの選択をさせていただいて、

導入しようとしとるものでございます。 

○委員長（小森 弘詞） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 大変よく分かりました。現地

に多分行かれたからこそ思いついたアイデアなの

かなと思うんですけど、家庭内では、できること、
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自分のところで家族の分ぐらいはうまく処理がで

きるけれども、避難所になると、不特定多数の人が

たくさん使うので、とてもトイレが不潔になってる

というのをその目で見て確かめられてきて、何かな

いかなということで、アイデアなのではないかなと

思って、よかったなと思っております。 

 値段は、結構、普通の介護用トイレに比べて張る

んでしょうか、その処理がついてるっていうことで、

そこそこ。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） 災害用の折り畳める

同じようなタイプのものよりも安いです。災害用の

折り畳めるタイプは、収納のためにコンパクトには

なるのですけども、その分、コンパクトにするため

にお金がかかっていますので、それがある程度一定

の大きさのものであれば、その分価格はお安くなっ

てましたので、当初、私も悩んだんですが、介護用

のほうが安いならそっちにしようといったことで、

今回選択をさせていただいたところでございます。 

 これに関しては、やっぱり現場を見とりますと、

高い安いよりも、衛生的に使わないとえらいことに

なるなというのは実感してますので、そこの部分は

ちょっとご無理を申して、ラップでくるめるタイプ

というのを選択させていただきました。 

○委員（義本みどり） ありがとうございました。 

○委員長（小森 弘詞） では、ほかないですか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） さっき聞いたらよかったんで

すけど、福祉避難所もこの中に入ってるのか、これ

とはまた別個なのか、その辺もし分かれば教えてく

ださい。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） こちらのほうには、

福祉避難所に提供している物資は含んでおりませ

ん。福祉避難所につきましても、高齢者施設、常時

人が入所されてるようなところですとか、いわゆる

デイサービスみたいな日中しか使われないところ

など、いろいろな施設形態がありまして、今回こち

らの表のほうには上げておりません。 

○委員長（小森 弘詞） よろしいですか。 

○委員（竹中  理） はい。 

○委員長（小森 弘詞） ほかないでしょうか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、細かいことです

けど、よろしいでしょうか。 

 大人用の紙おむつのところなんですけれども、こ

れは、いわゆるおむつタイプのものですか。例えば

吸水パッドとか、そういうものは含んでますか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） こちらにつきまして、

今回上げております大人用おむつにつきましては、

本当のパンツタイプのおむつを上げております。実

は、こういう言い方も大変申し訳ないのですけども、

今回いろんな物品を買わせていただいた中で、まだ

一部予算が残っているものがありますので、おりも

のシートの下に、この後、いわゆる尿取りパッドと

かというのも今年度配備するように、今、事務を進

めているところでございます。 

○委員長（小森 弘詞） 義本委員。 

○委員（義本みどり） スーパーの売場を見ると、最

近、生理用品よりも吸水パッドのコーナーのほうが

ドラッグストアでかなり場所を広く取って商品並

べてて、すごいたくさん品数があるので、多分利用

されてる方が多いんだろうなと思いましたので、あ

りがとうございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（小森 弘詞） よろしいでしょうか。 

 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） カセットボンベというのは入

ってないですか。 

○委員長（小森 弘詞） 木下課長。 

○危機管理課長（木下 喜晴） こちらの地域防災計

画で、物資で必要なものといったことで、カセット

ボンベという記載をしていますけども、現有の備蓄

ではカセットボンベは持ち合わせておりません。 

○委員（芹澤 正志） 分かりました。 

○委員長（小森 弘詞） よろしいですか。 

 ほかないですか。 

 それでは、ないようですので、災害用物資等の備
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蓄状況及び今後については、この程度にとどめてお

きたいと思います。 

 以上で協議を終わります。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前 ９時５３分休憩 

──────────────────── 

午前１０時０９分再開 

○委員長（小森 弘詞） それでは、休憩前に引き続

き会議を再開します。 

 ４、その他ですが、委員の皆さんから何かござい

ますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小森 弘詞） それでは、以上をもちまし

て本日の防災対策調査特別委員会を終了いたしま

す。お疲れさまでした。 

午前１０時０９分閉会 

──────────────────── 


